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現在、IT を取り巻く環境は変化し続けています。今日のような経済情
勢の中でイノベーションを起こし競争していくには機動力が必要で
すが、新しいアプリケーションはこれまでと比べものにならないほど
複雑かつ大規模になっています。こうしたリスクを軽減するための戦
略として REST ベースや SOAP ベースの API に注目する組織が増え始
めていますが、こうした戦略を取り入れる場合は、使用できる API を
可視化でき、API への実行時アクセスを制御できる必要があります。 
 

API の作成、公開、管理 

新しいビジネス・ソリューションの複雑さは劇的に増加しているのに、ビジネ
ス・リーダーたちはこうしたソリューションが短期間で市販されることを期待
しています。ソリューションは、その対象範囲や規模が拡大しているだけでな
く、その大部分が徐々に IT 組織外に実装され始めています。Application 
Program Interface（API）は、バックエンドのビジネス・プロセスへのアクセス
手段とビジネス・プロセスに関する情報を提供するものです。組織で作成およ
び使用される API の数が増えているため、API の管理と可視性がますます重要
になっています。 

Oracle API Manager を使用すると、バックエンドのシステムとサービスの機能
を公開する API をスムーズに作成できます。アプリケーション開発者が使用で
きるように API を公開することや、API の管理、実行時の監視も、Oracle API 
Manager から実行できます。Oracle API Manager には次の機能があります。 

• API を簡単に作成できる 

• API をセキュリティ保護できる 

• API を容易に編集および公開できる 

• API の検索と使用が効率化される 

• API への実行時アクセスを制御できる 

 
図：Oracle API Manager のカタログ・ページ 

API の作成、公開、セキュリティ保護を容易に 

特長 

• バックエンド・サービスへのアクセス機
能を持つ API の作成とセキュリティ保護
が簡単 

• Oracle Service Bus との緊密な統合 

• REST API および SOAP API をサポート 

• API の編集および公開を効率化 

• API の検索と把握に API Manager Portal
を使用 

• アプリケーションの API へのサブスクラ
イブが可能 

• API への実行時アクセスを制御 

• API のパフォーマンスを追跡 

 

おもな利点 

• API を会社全体で包括的に可視化できる
ようになるため、重複の最小化、再利用
の最大化、ROI の向上が実現します。 

• バックエンドのサービスとプロセスを
API で公開し、新しいアプリケーションで
それらを使用できます。 

• API の検索、把握、使用にかかる開発者の
作業が、Oracle API Manager によって効
率化されます。 

• API への実行時アクセスの制御により、権
限を持つサブスクライバのみに API への
アクセスを許可できます。 

• Oracle Service Bus（エンタープライズ・
クラス・サービスの仮想化プラット
フォーム）が Oracle API Manager に堅牢
な基盤を提供します。 
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おもな機能 

エンタープライズ・レベルの API の作成と把握を可能にする Oracle API 
Manager を導入し、次の機能を活用することで、一般的な課題が解決されると
ともに、IT 専門家の働き方が全社的にがらりと変わります。 

API のセキュリティ 

包括的なエンタープライズ・クラスのセキュリティとして、転送レベルのセキュ
リティ、メッセージ・レベルのセキュリティ、SAML、詳細な認証、ID 管理な
どが用意されています。 

API の作成 

1 つまたは複数のバックエンド・サービスの機能を公開する REST API や SOAP 
API を簡単に作成できます。 

必要なメタデータ 

API の検索、把握、使用に必要な技術的/非技術的な情報は、標準設定で使用で
きる API のメタデータ・モデルから取得できます。 

API メタデータの編集が容易 

Oracle API Manager を使用すると、API のメタデータを簡単に追加および更新
できます。API の詳しい情報を指定し、それを他の外部的な補助情報とリンク
すれば、API を容易に検索、把握、使用できます。 

API の公開が容易 

API のメタデータが完成したら、開発者が API を検索および使用できるように、
Oracle API Manager から API を容易に公開できます。 

API の検索と理解 

Oracle API Manager の検索機能を使用すれば、関心のある API を見つけて API
の詳細ページで詳しい情報を調査できます。 

API を使用するためのアプリケーションのサブスクライブ 

Oracle API Manager を使用してアプリケーションを API にサブスクライブし、
API への実行時アクセス・キーを取得します。 

API への実行時アクセスの制御 

Oracle API Manager は API キーの検証機能を搭載しているため、権限のあるサ
ブスクライバのみが API への実行時アクセスを許可されます。 

API のパフォーマンスの監視 

実行時の API の使用状況を Oracle API Manager で追跡し、API のパフォーマン
スとアクティビティに関する統計を取得できます。 

お問い合わせ先 

Oracle API Manager について、詳しくは oracle.com を参照するか、+1.800.ORACLE でオラクルの担当者にお問い合わ
せください。 
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ORACLE API MANAGER 

API の可視化、再利用、実行時管理ができ
る集中カタログが、ビジネス価値を構築す
るための基盤を提供し、成功を約束します。 

 

関連製品 

Oracle SOA Suite 

Oracle Service Bus 
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